












研究目的 

新生児,未熟児医療の進歩に伴い 1000gm 以下の超未熟児の生存率が向上して来ているが

intact survival が重要な命題となっている。超未熟児の長期予後は中枢神経系の管理に

左右され,それ故中枢神経系の発育に対する栄養管理の重要性が注目されている｡しかしな

がら超未熟児の生後しばらくはその合併症や消化管の未熟性の為に経口投与で十分な栄養

を与えられない。昨年の「新生児,未熟児の経静脈栄養に関する研究」で報告した如く経静

脈栄養に頼らざるを得ないが超未熟児では経静脈栄養輸液剤の安全な組成,投与方法,投与

量は不明であり試行錯誤で各症例に実施している現況にある。 

又,グリコーゲンの貯蔵が少なく各代謝酵素の発達の未熟な超未熟児においては容易に低

血糖を生じやすく,グルコースの供給が治療の第一歩であるといっても過言ではない。一方

超未熟児ではグルコース投与により容易に高血糖を生ずることがあり至適投与量を明らか

にできない症例に多く遭遇する。さらに出生時体重,在胎週数,SFD,AFD,生後日令等により

至適投与量は大きく異なることが報告されている。 

そこで本研究においては,超未熟に対する最も基本的な栄養素である糖質の至適投与量確

立のための基礎データを資する目的で,血糖最高値(以下 BSmax)と糖質投与量から超未熟

児の糖質利用能について検討した。 


